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Robert Jones & Agnes Hunt Orthopaedic Hospital (U .K.) にて 1955 年より 1985 年までに保存的治療
(Containment) を受けたペルテス病患児 82 人の関節造影 141 例を用い，新しく開発した骨頭球形度指数
(Arthrographic 1ndex: 以下 A1) (図 1a) と従来より用いられてきた骨頭球形度指数 (Caput 1ndex :以下 C1) (図
1b) の値をそれぞれ測定し検討した。また，健側の関節造影 131 例より A1 の正常値を求めた。
骨端線閉鎖後まで長期経過観察し得た，保存的治療をうけた号、児 43症例を用い，擢患時の関節造影より得られた A1
値と，骨端線閉鎖後の単純レントゲン写真より評価した骨頭変形との関係を明らかにした。骨端線閉鎖後の骨頭変形は，
球形度 (Mose 法)と骨頭肥大(長径が健側の 110 %以上)について評価した。加えて，得られた両者間の関係から，
統計的予後診断を試みた。
【結果】
関節造影正面像では 81fjlJ (57.4 %)の症例で，側面像では 66fjIJ (46.8 %)の症例で， A1 は C1 に比べ骨頭変形をよ
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り正確に表現した。その他の症例では両 1ndex は等しかった。正常 A1 値は1.0 であった。
骨端線閉鎖後に骨頭変形を有したものは，骨頭変形を有さなかったものに比べ，ペルテス病擢患時の Fragmentation
stage および Reparation stage (Waldenstr凸m 1923) における A1値が有位に低値を示した (P< 0.005)0 6歳以





骨端核の輪郭がはっきりしない Fragmenta tion stage や Reparation stage で，ペルテス病患児の治療選択を迫ら
れることがしばしばある。この時期での真の大腿骨頭の変形をより正確に評価できる，関節造影を用いた測定法は，
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論文審査の結果の要旨
ペルテス病は，発育期における大腿骨頭の阻血性骨壊死病変であり，その擢病初期に単純レントゲン写真のみで，軟
骨の占める割合の多い骨端核を評価することは容易ではない。これに対し関節造影は，軟骨を含めた真の大腿骨頭の形
状を描出することが可能で，本論文ではこれを用いて，ペルテス病催病期の骨頭変形を正確に把握する指数を考案して
いる。
擢病によって生じた骨頭変形は remodelling により改善していくが，成人期になっても残存した変形は，将来の二
次性変形性股関節症への進行の原因となる。本論文では，一貫した保存的治療を受けた後，成人期まで長期経過観察し
た症例の骨頭変形の有無を評価し，先に考案した指数を用いて，ペルテス病擢病期の骨頭変形とどれ程関係しているか
を明らかにした。加えて，この関係から予後を予測する指標についても言及している。
本論文は，今後のペルテス病患児の治療に指針を与える臨床的に意義のある報告であり，学位論文に値すると考えら
れる。
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